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。
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一
般
に
財
政
は
強
同
経
済

.と
称
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
場
に
は
、生
と 

し
て
、
収
入
部
面
の.強
制
姓
、
特
に
租
税
の
強
制
性
が
霞
さ
れ
て

•い
る
。
し 

か
る
に
、^

に̂
よ
れ
.•は、
租
税
は
も'と
よ
り(

そ
の
他
.の
収
入
お
よ
び
経
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の
全
面
に
苴
り
、
強
制
的
要
素
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浸
透
し
て
い
る
の
で
あ
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頁
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頁
参
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井
手
‘教
授
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財
政
を
も
っ
て
国
家
の
経
済
と
し
、
収
入
鏤
得
部
商
の
み
な 

ら
ず
、
経
費
支
出
部
面
を
も
、
財
政
現
象
の
中
に
包
摂
し
て
い
る
。

こ
の
立
場 

は
、
財
政
の
他
の
個
別
経
済
に
対
す
る
特
質
を
強
制
性
に
求
め
て
い
る
が
、
こ 

の
強
制
性
は
、
単
に
国
家
の
収
入
獲
得
方
法
に
お
い
て
の
み
々
ら
ず
、
経
費
支 

出
方
法
に
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て
も
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め
ら
れ
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う
鬼
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と
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い
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い
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营
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さ
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れ
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あ
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あ
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あ
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採
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ど
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新
し
い
途
展
に
そ
の
地
位
を
詖
る
も
の
で
は
.な
い
。
特
に
わ
れ
わ
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の
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合
に 

は
、
防
政
社
会
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得
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見
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テ
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に

づ

：
い

尤

、
。
オ

で

に

孟

紀

以

本

呤

%;
わ

た:'
'
'
; 

ヮ
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問
題
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さ
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け
現
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た
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財
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現
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ダ
ル
ト
ン
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コ
ル
ム
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の
ほ
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財
政
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政
治
学
と
経
済
学
の

BOHder- 

lime "
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i
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c
e

で
あ
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と
い
う
学
若
が
あ.る
が
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れ
に
対
し
て
時
子U
教

■.
 

授
は
、
こ
れ
だ
け
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財
政
学
启
身
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諸
科
学
め
贫
錯
の
中
で
混
迷
1>
て
し
ま
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ぽ
か
は
.な
：い
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\:財
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の
本
質
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範
域
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迷
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財
政
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^
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询
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の
ば
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：=財

政

そ

の

も
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'
.
の

基

本

的

範

疇
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歴
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史
過
程
に
お
け
る.そ
れ
の
特
質
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
.そ
：れ
ぞ
れ
の
財 

政
泰
象
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選
び
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ず
た
：め
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ぱ
、
何
ら
か
が
基
本
的
範
疇
が
前
提
さ
れ
て
お
り
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ま
た
歴
史
.的

.
社
会
的
特
質
が
捉
え
ら
れ
て
い
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
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オ
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に
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会
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諸
関
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中
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け
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財
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ぇ
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；
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茌
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史
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膨
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を
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：
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.
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財
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関
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ブ
ル
ジ
ョ
ァ
国
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財
政
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ゆ
る
国
家
家
政
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a
t
s
w
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に
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か
な
ら
な
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公
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ざ
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財
政
が
公
家
政
と
し
て
の
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に
あ
る
こ
と
に
：変
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は
な
く
、
財
政
は
家
政 

.ほ
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い
の
在
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方
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も
？
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き
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分
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し
.て
き
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あ
る
：

C

一
七
三 
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そ
し
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財
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財
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；
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概
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よ
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問
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；
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翦
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迫
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で
:,
>
::脉
政
自
张
ハ
ー 

■
は
、
本
質
に
お
い
て
強
制
性
を
具
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。

…
…

従
来
は
反
対 

に
：
.財
政
の
醫
性
が
習
に
強
調
さ
れ
て
き
た

j:r

と
い
デ
：

(

同
書
2
: ー
ノ
七K :
•■
;■ 

:■
參
S

。
誓

た

、
.'
-ャ
ル
^

及
の
解
靈
則
用
し
文̂

糕
れ
技
^

&

政
概
念
が
、
'-
- 

;

糜
■
^

念

ど

し

衣

名

れ

を

鲁

し

た

讓

办

中̂
封

じ

込

め

^

を

ほ

許

ざ

過
程
に
照
应
し
て
発
展
し.て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
つ
て
あ
っ
て
、
今
日
あ 

?>
:
ゼ

€>
:
:ど
^
て
©:
財
政
办
；|
1
!
|
!
!
|

的
規
定
を
求
：め
各
こ
ど
後
：̂
の
^
5,
:

か

ら

は̂

不

苽

能

で

灰

を
^

衫

ぃ

灰

べ̂
^

^

:
:;
;
;:時
子
山
教
授
ゅ-1
圉
民
碧
政
為
を
概_

_

_

段
階
の
.震

概

念

吃

紀

夢
:,
.
: 

ぺ

と

漢

に

、

」

最

為

；る1>
籠

：の

養_

最
_

_

霞

態

で

捉

_

^

ノ 

，.た

養

規

售
&

る
：J
_
讓

オ

霉

(1!爾
1

没
頁
、？
：
 

一
 J

霉

'
•
 

ペ

四

、
'

マ
ル
グ
ス
主
養
財
政
諸
学
者
の
.

へ
'
、

-'
:
“
：，.
..

'

基
本
概
念
ど
法
則
の
問
題
.

へ

:
:
:
'
.

.

.
.'
,.
.
-■

■
.
' .「

.

■

■:
: 

、
，
.へ.'.
'

.

'.V
.
. 

<

は
、
太

内

兵

觀

士

战
^
財
政
学
大
綱
^
宝

卷

^
眧

和

五

年

^
-
中

卷

ぐ

昭

和
 

^
年
^
で
あ
ャ
た
ヤ
^
財
政
学
大
綱
1-
に
づ
い
そ
诔
、.前
掲
、
経
请
学
部
紀
念 

ン
論
-

K

集
、
：
下
巻
、
，九
五
丨'ー
ぐ―-
四
.頁
を

参

照

さ

れ

た

，
い

。)

.
'
,
:
-
./

.
大

内

博

士

：が

：太

内

--
.武
田
共
著
'「

財
政
学」

.ぐ
一
，.：九
五.五
命)

に
お
い
て
表
明 

へ
さ
れ
て
1い
名
基
本
概
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。
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。
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。
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。
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あ
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わ
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体
の
i

f c

着
目
す
れ
ば
ぃ：

v>
。
：_
讓

例

故

乾

階

級

襲

に

拉1>
.で
：必
然
で
あ
る
が-:
\
:
_
家
0
本
質
は
何 

か
を
論
ず
る
こ
と
は
、
国
家
論
の
課
題
で
財
政
学
の
問
題
で
は
な
い
。
財
政
学 

ぱ
た
だ
階
級
社
会
に
お
い
て
は
国
家
は
不
可
避
の
存
莅
で
あ
る
こ
と
を
⑽

^
し 

'发
私
^:
:
■
足
£
る
奴
ザ
好
；夺:'
:
-
.
.
,

国
家
砍
活
舰
は_
談

社

会
.0
、
生
産
関
係
の
.維
. 

:持
の
露
め
办
澈
動
だ
：匕;̂
っ
^
.
^
い
で
'̂
ろ
无
：.載
主
義
国
家
に
っ
ぃ
て
ぃ 

^
ぼ
.;：
'
資

議

義

葡
0
維
持
を
目
的
わ1>
:
で
说
動
1>
#
い
る
に
：ほ
か
な
ら
な 

:vv
o
>'
れ
ぞ
で
^
財
政
学
が
国
家
の
；追
求
g
s'
n
n的
を
/'
共

同

欲

望

え

い

う

概 

；

念
で
_あ
$
お
1>
:だ
斌
マ
浃1̂
わ

国

民

：の

ネ

べ
^
の
共
通
0
^
|ど
い
う
と
：と
で

理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

」■

と
い
う(

同
書
ニ
ー
三
頁
参
照

)
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ふ
：
国
家
活
動
を
裏
侧&.0

見
れ
ば
：ド.

|

定
の
脉
賢g

支
配
.ど
^

.'す
尨

わ

：
転

1:

種

の
経
済
活
動
が知
る

。
、
財
政
：は

養

力体
の

：
経
済
だ
と
、
：
わ
れ 

.お
れ
が
：い

う

と-:
#
、
'そ
れ
は
こ_の
'ょ
う
な
国
家
歡
動
の
経
済
的
な
側
面
を
^
ら 

え
て
い
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
財
政
は
、
政
治
の
物
質
的
基
^
た
と 

い
っ
て
も
いい
し

、政
治
と
経
済
と
を
結
ぶ
媒
介
項
だ

と

い
っ
て
も
い
い
わ
げ 

.ノ
で_
秀

(

量

3
ド
四
頁
参
照̂
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'
:
ン

経
済
社
会
の
一
構
成
举
位
と
い
う
い
み
で
、
財
政
は
し
ば
し
ぱ
個
別
経
済
で
：
 

.あ
る
と
い
わ
れ
、.ま
.た
_そ
う
い
う
も
の.と
し
..
て
，.■一
 
種
：の
家11
で
あ
る
.:̂
も
，い
わ

れ
で
い
る
の
で
あ
る
が.
.財
政
は
生
産
に
参
加
す
る
と
い
う
意
義
を
®
則
と

し
て
金
く
持
っ
て
い
な
い
0.
そ
れ
故
に
、
ま
た
、
そ
れ
は
生
産
物
の
分
配
に
八
ム 

権
力
的
参
加
を
要
求
す
る
以
外
に
は
灰
り
え
な
い

と

い

う
性
格
を
持
つ
の
で
あ 

る…
…

わ
れ
わ
れ
は
、
財
政
が
一
種
の

^

済
で
あ
る
と
い

う

、

こ
れ
.

ま
で
の定

義
の 

>
'
經

済

と

い
.5
.概
念
に
と
ら
わ'れ
?>
-よ

:0
-
:は：、：,:
.財
政

を

駿

と

じ

て

、
.階 

級
社
会
に
特
有
众
一
現
象
と
し
て
理
解
し
た
ほ
う
が
い
’い
め
で
あ
る

と
い
う 

.
:

(
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書
0
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.
,

財
政
はT:

露
繁
的
に

理
解

ず
る

が

ら
ば

：、

：：：

篇
カ
体
が
経
察
会
の
生
一
： 

産
物
の
分
配
に
、
：

14

次
的
に
参
加
ず
る.こ
と
に
よ
っ
て
キ
自
己
の
物
質
的
基
礎 

■を
維
持
し
て
ゆ
く
現
象
と
G
で
把
先
る
こ
と
が
，で
き?>
'で
あ
ろ
,̂
..
0
/
:
こ
0
_よ

う
. 

に
抽
象
的
に
理
解
す'る
限
り
で
は
：、
財
政
ば
i

力
体
一w

が
i

ず
る
限
. 

り
：つ
：ね̂

し̂
^
階
級
社
会
に
は
常
に
伴
次
も
の
と
見
て
い
い
デ
し
か
し
国 

家
が
、
ど
の
；よ
う
な
形
で
、
：社
会
生

1

を
变
配
し
、
そ
れ
を
ど
の
：よ
う
虼

^
1 

す
る
.か
と
：い
う§

な
れ
ば
、
：
：-

や̂
、
.-ど0 -
!

よ
う
な
1̂

社
会
で
も
共
通
だ 

と
’い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
ぐ
な
る
。
そ
れ
は
社
会

.の
経
济
体
制
が
異
な
る
め
に 

対
崧
し
て
異.な
*?
た
形
態
を
と
づ
て
あ
ら
わ
れ
ゐ
と
云
わ
ね
ば
な
ら

.な
い(

同 

書
五
寊
參
®

。
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、
わ

れ

わ

れ

が

、

'.
.

財
政
を̂

^

的

：
に

研

毙

し

;4
:

-

う
.

と
ず
る
場
合
に
は
、
.
け
っ
し 

て

、

：
歴

史

的

.

に
異
質
な
財
政
を
：
一
括
し
て
、
.
.財
政
. 

一■
般
と
し
て
取
扱
う
わ.

げ
■に

. 

:

は
ゆ
が
な
い
。
む
し
ろわ
れ
わ
れ
ほ
、
：i

.l
—

Q

M

的
に
#
^
な
形
鶴
I

, 

0

し
、：

そ
れ
を
分
析
ず
る'

こ
：と.

に
よ
っ
て
は
じ
め
'

て
財
政
一
般
に
つ
い
て
も
科 

学
的
な
知
識
を
持
ち
得
今
の
ち
あ
る
。
之
こ
ろ
で
、
も
し
、
こ
の
よ
.う
な
歴
史 

的
に
特
殊
な
財
政
の
形
態
を
問
題
に
す
る
と
す
れ
ば
.、
そ
れ
は
近
代
財
政
も
し 

く
は
そ
の
完
成
さ
れ
た
も
の
'

と
し
.

て
の
资
本
主
義
的
財
政
：で
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
ゃ
含

茧
泰
社
会
に
於
て
始
め
裏
パ
&

現
象
が
び
と
七
め
自
霧
な
法
則
.

を
も
っ
た
現
象
七
し
て
现
ゎ
れ
る
こ
と
に
対
应
し
て
、

こ
こ

.

で
は
じ
め
.て
財
政

も
、
そ
れ
の
経
済
と
政
治
を
結
ぶ
媒
介
項
と
い
う
本
質
が
最
も
明
確
な
姿
で
確 

立

さ

れ

る

，こ
と
.に
な
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
，，

c
五
丨
七
頁
、
六
：六
頁
参
照

)
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国

家

は

国

民

か

：お

貨

胳

龙

一：：：

生

震

を

購

入

ず

石

か

^

、

社

会

の

生 

産
物
の
.：

」

部
が
：a
.
民
.，か
'ら
国
家̂

歡
さ
れ
る
が
。U注
意
す
ベ
き
は
、.
_

家
.に
ょ 

■ '
■*
?

や
調
達
さ
れ
消
費
さ
れ
る
鄭
品h

労
働
力
は
、
再
生
産
外
の
消
費
で
あ
：
？
て
、 

'

直
接
社
会
©

物

嘉

生

産

に

翌

た

な

い-
と
で
あ
る
：

(

同
書
ゼ
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八
頁
参
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田
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大
内：

の
諸
教
授
は.：

「

社
会
科
学
と
し
セ
の
財
政
学
贮
フ
い
^ :
、
:' 

.
財
政
#

は
近
代
財
政
あ
る
い
：は
資
本
主
義
財
政
を
研
究
の
対
象
と
す
る
社 

:
学

の」

：：
部

門

で

だ

げ

れ

ば

な

ら

な

如

」

へ

ど

い

う'0
あ

る

時

代

；
.
あ

る

国

の

財

政 

fj
p

い
し
財
政
政
策
も'
 

財
政
思
顧
に
'つ
い
て
も
、
そ
：れ
ら
が
い
か.に
必̂

g

に
. 

生

じ

、
舍

た

：い

.か

.に
：必
然
的
に
廃
棄
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
_っ
た
か
を
明
ら
か
に 

し
.て
、

)

そ的意義と驚どを指摘し

^

^
る
も
^
で
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
0ヴ「

域
さ
匕
資
本
主
義
を
資
本
主
義
だ
ら
し
め

^
い
；る
^ :
:

^
か
ら
出
発
し. 

；V
、

そ
れ
経
歡
基
礎
構
避
と
謹
法
則
と
を
^
一：
的

：

• ：

：ー：貴
的
に
説
明
す
る 

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な% '
:

の
：で
、な
け
れ
ば
な
ら
な
.

い」

と
：い
：う
。
紛

政学
：は
先 

ノ'ず
第
ナ

そ̂
办
基
礎
ぬ
経
済
煞
の
睛
埋
論
を
本
っ
卞
い
な
け
れ
ば
ー
な
ら
な
い
。 

財
政
は
そ
の
原
理
論の.

た
す
け
を
か
り
て

「

財
政
な
い
し
財
政
政
策
が
、
資
本 

ヘ
圭
義
參
：

：

っ
繁
い
^
ゆ

免

孟

奮

造
1—
.
あ̂
名
亡
'ど
穹
確
^

せ
し
.め
る
こ
ど
が
必
要
で
あ
る

」

と
い
う
。
こ
れ
が
こ
の
三
教
授
の
共
著
.：

「

近 

作
財
政
の
理
齡j

:^
貫

べ

基

本

観

念

：
：で

あ

名
：： C

同

書

：

K
:

六
I

七

肓

參

照

)

。

：

九
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六
七
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九
五
〇

代
後 .
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の
日
本
の
財
政
導
に
お

け
る
財
政
の
本
質
お .

1
び
体
系
に
関
す
る
問
題
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政
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見
解
^

つ
財
政
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法
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ハ
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座

’
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い
る
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囊

授

樣

：
「

す
べ
^
0学
問
ど
同
様.に
、
.
財

殊
な
性
質
に
ょ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
財
政
学
の
対
象
、
つ
ま
り
財
政
と
は 

「

国
家
ま
た
は
公
共®
体
の
経
済
で
あ
る

」

■と
一
般
に
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
う 

'
一
為
う®

な
{

で̂
も
判
る
ょ
う
に
、
こ0経
済
は
そ
め
主̂
:が
国
家
や
公
共

「

. 

甜
体
で
レ
る
こ
と
に
よ
っ
て
著
し
い
特
質
を
持
っ
て
い
る
。

.ま
た
そ
うで
あ
れ 

ば
こ
そ
、

財
政
学
と
い
う
学
問
の
分
科
が
で
て
く
る
。

…
…

租
税
が
ど
ん
な 

-1
目
的」

で
、
..ま
た
ど
ん
な
制
度
的
仕
組
に

ょ
っ
て
と
ら
れ
る
か

…
…

経
費
が 

.、ど
ん
だ
目
的
の
た
め
に
支
出
さ
れ
、

^
ん
な
国
家
活
動
を
ひ

き

.お

こ
し
た
か

.
を

 

見
落
す
な
ら
ば
、：
.そ
れ
ぼ
経
済
理
論
で
あ.っ.て
も
、
財
政
理
論
：で
は
な
.い」

士 

い
.う
：

(

財
戚
学
の
が
法
と
対
象
、
—

.
頁
参
照)

。
に

■
,
'
近

歲

済

学

の

財

政

理

論

は- 1

国

家

伤

鳋

済

」

：
ゼ

し

：て

へ

の

瞥

性

を

見

う

^ : 

な
.
っ
：
て

：
い
：
る

。

'!
'
-
財

政

全

体

を

親

制

1>
:
て
“

名

も

呤

は

政
- ^
-

的
意
志
決
定
で
あ 

.
る
4 

.財

政

を

規

制

す

る

政

治

的

意

襄

定

Q

過
程
を
財
政
榮
の
対
象
か
ら
は
ず
：
.

 

す
こ
.と
は
あ
中̂

り
で
あ
厶
.
と
^ \
5
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.■•
:島
教
授
は
財
政
学
の
方
法
と
対
象
を
極
め
て
簡
明
に
説
明
し
て
ぃ
る
。

--
;
-
;
:

- !
;

 ̂

た
ち
は
経
済
学
、.会
計
学
、
経
営
学
の
グ
ル
ー
プ
と
、
.
政
治
学
、

v

行
政
学
、.

y

社 

会
学
の
グ
ル
へ
！
ブ

.
と
の
：11
:
:
.っ
が
整
理
、：
分
類
さ
れ
る
と
悤
^ :

。
：
そ
1 >
,

で
前
者
ば
:
 

4

恣
社
会
の
下
部
構
造
を
霊
と'1
,

>

そ
の
運
動
法
則
钇
研
能
す
る
学
問
で
ぁ
_

一
〇

(

六
八
〇)

.̂
.、
へ̂

は̂
社
会
砂
上
部
構
避
ず
権
カ
等
を
^

ど̂
じ
ァ
そ
ル
ら
の
連
動
法
則
：
 

'を

研

究

樂

間

で

灰̂
と
い
某
こ
：と.が
：出
来
ょ
う'0
,

…

.
Mつ
ま
ゥ
、：h
B
. 

造
：と
じ
ぼ
の
国
家
権
カ-0
^

則̂

を

權

じ
.ょ
.う
4
:
政̂
治
学
は
：、
下

部

. 

耩
造
め
運
働
法
肌
を
婼
明
ず
衣
経
済
学
が
ぎ
全

^

機
ぬ
成
立
レ
え
だ
い。
;'
. 

下
部
構
造
を
研
究
す
る
経
済
学
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ 

う

;-
9
下
部
構
造
：之
：上
部
構
造
砂
相
芨
連
関
を
究
明
す
る
こ
：と
が
出
来
て
、
..始
め 

て
社
塞
体
の
；鹿
史
的
違
動
法
則
が
明
ら
：か
；に
さ
れ
る
。

：-
こ
う
い
今
齋
を
明 

ら
か
.に
す
：る.こ
と
が
：、'
:咨き
め
一

)

：

「つ
：：

の
学
問
の
ダ.ル
ー
7°
を
総
合
し
た
意
味
で 

の
社
会
科
学
で
あ
ズ
財
政
学
は
そ
の
|
:分
科
で
あ
る
。
し
た
が
：っ
て
、
財
政 

学
は
.

y

う
1'
>う
豪

で
0
社
会
科
学
<0
方
法
を
囊
す
る
こ
と
が.で
き
て
、

：

始 

め
^'
有
効
に
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
を
、

,
.まず
強
調
し
て
：お
か
ね
：

.ば
：な
ら
な 

い
*-
と
い
-5
へ：

(
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書
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頁
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島
教
授
は
 

> も
ま
い
I

の
経
済
学
で
は
な
く
、
.'
：上
部
構
造
の
認
識
を
も
そ 

の

な

.か

に

含

む

ど

->
:

:の
：で
ぎ
る
経
済
学
に
関'1
;て
、
：
コ
，
ル
ム
の

「

財
政
学
は狭 

義
の
鏟
攀
を
決
定
的
に
旮
え
る
学
問
で
あ
る
。
し
：か
し
、

-%
し
経
済
学
を
ふ 

た
た
：び
政
治
経
済

〉(

ポ
リ
チ
：ヵ
ル
，エ
コ
.

ノ
ミ
ー)

の

科
学
とし
て

規
定
す
る 

处
ら
ば
、
获
政
学
は
経
済
学
の
ー
―
部
門
で
あ
ろ
う
し
と
い
ガ
言
葉
は
味
わ
っ
て 

ょ
^
.で
あ
：ろ
-5
,
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い
：う
ス
同
書
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頁
参
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度
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財

霄

政

迄

つ

い

て

ー

財

政

学

は

予

算

制

度

や

財

務

行
 

政
の
.

篼
展
法
則
を
政
治
経
辟
め
相
互
連
関
の
：な
か
で
と
：ら
ん
る
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問
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■
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同
書
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授
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,現
代
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闺
家
と
財
政
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論
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一
九
メ
ハ
：〇
：年
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に
ぉ
ぃ
て
、
現

代
I

主

義

論

の

：
；
一
：
づ

.の
中
心
問
題
は
、'現
代
1

主
義
に
於
け
：る
国
家
の
役
， 

割
で
あ
っ
た
：
，
：
•現
代
資
本
主
義
の
べ
ヴ
主
く
に
そ
权
售
め
法
則
的
な
認
識
を

:.
-
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怠
っ
た
：こ
と
は
、.現
代
資
本
茧
義
論
め'主
要
な
誤
り
で.あ
る
と
い^
ハ
国
家
：の':.
:
, 

-新
し
，い
機
能
の
拡
大
を
考
察
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
不
可
分
の
：関
係
で
行
な
わ
れ 

ン
，
て
：
い

る

、
：：

_

ヤ
>
‘
つ
新
％
:い
讀

的
-抑
庚
|

能
.の
獄
大
を¥
て

-1
>
べ
^̂
 ̂

こ
：と
、

こ
め
ニ
つ
の
機
能
を
統
一
：
的
に
と
ら
え
る
こ
と
、
そ
し
て
.そ
れ
を
財
政 

の

観

で

実

証^
て
み
る
こ
：と
が:.
'
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>
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;

こ
©
書

0
茧
要
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題̂
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第

1
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あ
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；
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狻
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政
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菌
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み
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こ
と
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'
現
偽
政
ひ
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撕
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認
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光
あ
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教
授
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財
政
学
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^

ス
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ム
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ぐ
財
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；
頁

參

照

.

)

0.、

.

，
財
谶
は
以
湔
が
ら
门
国
家
と
経
^

^

^

と
を
わ̂

で
位
置
ー
に
あ
苓
と
考
え
ぢ
れ
、 

江

い

允

が’…

ヴ
-^
現
代
の
財
政
学
は̂

^
あ

げ
^
国
家
と
醛
済
^

に
つ
如

ズ

広 

一

.
V >
- M

-

望

_々

た
1

け
れ
ば
、
“；そ
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鸾
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狀
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參
照)

。:
:
■

な
政
府
■

想

ゃ

響

象

っ

：

1

^

:

い
丨
で
あ;!
)
、
、
政

治

的̂^
で
&
_
蓮

動

％
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展
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も
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そ
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家■の
.役
割
を
資
本
主，
. 

義
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則
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矛
盾
i
か
-を
全V.
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史
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史
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い
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財
務
行
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よ
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管
理
絲
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ボ
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^
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备
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っ
て
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し
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現
代
財
政
の
社
会
経

^

g

な
機
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I

財
政
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摸
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。
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見
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の
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る
前
記
の
諸
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に̂

っ
て
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え
名
れ
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ろ
が
多
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を
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輯 

し
て
い
る
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れ
と
と
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疑
問
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質
概
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薩
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士
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靡
学
的
概
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概
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活
に
対
す
る
論
理
的
先
天
性
た
：る
と
と
も
.に
、->
と
.：の

財

政

生

活

の

前

搭

ぬ

対

す

： 

る
概
念
的
ぉ
ょ
び
歴
电
的
制
約
を
自
ら
の
内
に
結
合
ず
る
も
の
で
な
ぐ
ー
て
は
な
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ら
な
i

:'
°

あ

ら

ゆ

る

財

政

議

の

基

蔣

で

ぁ

る
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ぁ
る
，ど
：
と

も
虼
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財
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が
歴
史
的
概
念
な
る
理
由
に
ょ
っ
そ
歴
史
的
事
务
性
を
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た
な
け
れ
ば
な
ら
众

い
と
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う
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そ
し
て
財
政
科
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の
基
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概
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の
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念
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前
記
の
ょ
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に
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こ
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藤
博
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の
財
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概
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し
て
、
安
藤
教
授
は
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的
^

し̂
：、

授

：

は
：.

愚

豪

で

奪

；

'
時
子
山
教
授
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財
政
本
質
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の
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概
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が
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现

殺

階

の

歴

史

概

念
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授
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»
範
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^

i

政
一
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ム
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あ
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で
財
政
吖
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塊
筮
ず
る
鬼
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ー
財
政
概
念
が
本̂
^
規
定
は
^

^
政
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で

あ

る
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ぃ
.
て
房
方
れ
る
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い
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「

国
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^
政
；
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ぉ
ぃ
う
概
念
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公
家
政」

を
本
質
と
す
る
財
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を
現
代
の
歴
史
的
な
発
暴
態

c

姿)

に
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い
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え
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あ
る
。：
時
子
山
教
授
か
財
政
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公
家
政
牛
で
あ
る
夕
従
っ^

「

_

民
公
家
政
た
る
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質
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'

ど
結
論
さ̂

る
こ
と
に
疑
問
を
持
つ,0'.

:
、
財
政
の
求
質
に
関
チ
る
概
念
規
定
に
つ
い
て
で
或
る
混
乱
.と
も
云
う
べ
き
も 

の
が
.あ
.る
ょ
う
に
私
は
思
う。
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.
•井
藤
博
士
：が
強
制
獲
得
経
済
と
.い
う
場
合
に
、丨
経
済
を
欲
望
充
足
手
段

i
 

ぬ
関
す
る
活
動
と
組
織
め
意
味
に
.解
も
て
ぃ
る
。
財
政
活
動
が
経
済
財
の
攫
得

活
動
.と
し
て
、
そ
：の
方
法
に
強
制
性
を
持
？
て
い
る
と
い
ぅ

.の

.
で

あ

ろ

ぅ

パ

.
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妻
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す

る'(
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稿
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れ
に
対
じ
て
、：：財
政
活
動
は
！
£
盼
行
動
と1
て
.、.
'権
カ
的
支
配
の
た.め
の

行

動
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.■:財

政
の
本
質
概
念
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：

(

歷
史
概
念
と
し
て"<

で
あ
り
、
或
は
公
共
鐘
充
足
の
た
.め
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行
動
で
あ
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解
し
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そ

の

目

的
,
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
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階
に
.お
.い
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財
政
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資
本
主
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財
愍
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っ
て
財
政
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本
質
を
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よ
ぅ
と

.す
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方
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そ
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め
て
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政
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概
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一

一

目
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方
法
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a
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よ
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；
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配
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政
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財
政
は
国
家
_

政
で
あ
る
こ
と
か
ら
国 

:

例
え
ば
井
手
教
授
は
、
.取
入
お
系
経
費
の
金
般
に
苴
マ

V:

強

麗

議

が

ハ

民

公

證

：に
：発
展
し
‘

…

：；
国
民
公
家
政
た̂
こ
と
が
、._
現
|

0
歴
史
概
念
.で 

淳
透
し
て
：い
る
。
：

…
.こ

.：

の
強
制
性
は
：.

…

.経
費
の
支
出
方
法
に
お
い
，て
も
認
；

■
-f
e
A
、
：
本
質
規
定
であ
：る
と
い
ぅ
，.

(

本
稿
六—

七
頁
参
照
-
ご
：の
場
合
に
、 

め
ら
れ
る0
'
:
国
家
経
済
の
自
的
梂
公
典
謹
の
-充
足
.に
あ
；る.か
ら
、
財
政
の特
：

■:
■

財
政
の
.本

質

に

関

す.4
概

念

が

-
—

こ
こ
.で
は
歴
史

概
念
が
...... _

財
政
活
動
の

質
は
七
の
強
制
他
と
欲
望©
.
公
共
性
に
求
め
ら.
る
べ
き
で
：あ
る
ど
い
う
：
.

(

本
槁
：：

. :

主
体
に
赛
求1

れ
ま
た
規
実
に
財
政
活
動
が

四
頁
参
照

〕

。
こ
办
強
制
性
と
翁
性
に
つ
：
い

'ず
は
木
村
教
授
も.ふ
：れ
.て
；い
る: .

i
ち

求̂
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
私
は
財
政
の
本
質
を
、
財
政
の
社 

(

本
稿
.四
丨
艽
頁
参
照

> 。

時

子

違

授

：は
、：、
駿
需
要
の
強
制
性
：は

必

共

必

要

，

-.
-
会
経
済
的
機
能
に
求
め
る4 

か
ら
派
生
じ
た
も
の
：で
、
財
政
自
体
は
本
賓
に
枳
い
て
強
制
胜
を
具
え
て
：い
な
へ

:

■

'-'c?)

財
政
学
：に
與
け
る
法
則
と
顏
.に
a
VN
t

'-:
-
:
' 

.い
と
.い
ぅ
0
.
:
そ
；し
：
で

財

政

主

体
充̂
足
予
ぺ
毫
の
：ば
、
：理

性

的

虼

麗

ざ

虼

■#
典

量

活
^
の
：必
|
^
-
塞

必

要

で

：あ
：る
.ど

^
ぅ

(

本

稿

せ

頁

参s
o
:ゾ

:

_
 

.
m
ょ
；っ
て

讓

化

さ

れ

夯£

^

1脹
め

窗」

へ
一
た
：だ

)

1
0で
あ
つ
た
と
い
っ
ー 

V
Jれ
ぬ
反
し
：で
、

「

静

乂

遠

藤

，
天§
敦
授
は
、y
t
.
.
の
共
i
望
な
^
;%
'
の
：ヘ̂
^
^
.

一：
八
 

は
決
し
て
菌
民
の
ず
ぺ.て
0
共
通
：の

鲁

で

は

灰

い

：と
.い

ぅ

義
 

照〉

？
大

傷

士

ぞ

の

：
ほ
が
：：の
：
マ
：
'
^
ク

念

(

歷
史
概
密
に
お
い
て
権
力
的
支
配
の
た
め
の

(

ト
&

‘行
動
と
し
そ
、

然
性
を
持'た
現
象
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
•る
と
す
れ
ば
、
そ

れ

は

(

ヮ
グ
ナ
ァ

免
^

泰̂

1
乞
縱
島
激
欺
は
慕
活
動©ぐ
*-
-
|:'
0
控

::
'
'
\
'
-

お
よ
.：
-.(

ー
.七

. .

/
;

1.

九
五
0
.年
代
後
期
の
日
本
：め
財
政
学
に
：ぉ
げ

(

る 

一
..
'

. ニ
':
:

'

'.
'

s
i
v
e
c
八
U
IV-;



#;
贤
自
已
邏
動
は
資
本
主
蕾
体
の
発
展
挺
あ
る
^

で
ク
経
費
の
膨
脹
は
そ 

:の
脉
政
面_へ
0苋
射
.に
柄
^
な
^
と
ほ
戈
说
近
代
財
政;̂
連 ̂

s
o
-
井
# ;
教
授
を
^

^

“3,
に
値
し
が^
6
:
:
ど
%
認

め

-̂
い
名
^

1

4 

近
代
財
政
学
、
ニ
六
八
丨
九
頁
参
照

)

。
 

.

財
政
の
運
動
法
則
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
武

田
.
.遠

藤

.
大

内

教

授

が

い

う 

M '
i
i節

が

兼

办
%'

，
：
島
敦
授
が̂

現
代
財
政
0

法
則
的
認
»

2

ど
、
ぃ
う
場
ー 

合
に
も
、
そ
れ
は
島
教
授
が
い
う
歴
史
的
運
動
法
則
と
い
う
意
味
に
解
し
て
ょ 

い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
、

か
く
理
解
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
ろ
う
か
。 

:翁

掎

八
|

九
頁
'

:_
;
'
:で
1
爾

^

系

-;
:で
、
亡
0
:賦
政
の
歴
史
的
蓮
動
箭
が
発
現
す
名
：過

程

を

荥

:1
>
、
：：丨
そ 

.札

を

私

M
.必
^
§
&'
脉
政
の
発
匦
過
程
と
隹
い
於
い
が
{
財
政)

の
発
：
 

展
法
則
の
一
妻
を
米
め̂
い
土
思
^:
:
-1
:自
身
^
辨
し
：.て
：完
全
犮
汝̂
仁
：は
悤
： 

ハ
マ
：で^
な
^
が
、
マ
私0
解

釈

：
は

ぢ

財
.政
学
十
贫
講
、
ニ
含|
1
1
-
-
_

八
頁
：

び
：近

代

国

暴

歡
0

M
論

ん
-
七111 
j
九
^
:M
、
：
爸
H-
—,

そ
じ
：て
，こ0;
;
財
政
の
歴
史
的
蓮
動
法
則0発
現
過
程
の>
ち̂
匕
和
い
，.て、
：
：
 ̂

学
呤
讓
題
か
地
位
を
整
理
す
る
ど
，ど
は
、
：：財
政
学
の
新
じ
：い
体
系
め
顏
に 

■

す
各
途
で
ば̂

い
が
と
思
今
て
い
る
。
そ.の結
果
は
従
来
の
財
政
学
.の
体
へ 

系
お
お
淡@

と
ぼ
著
し
く
遑$

の̂
：̂
な
簽
の
で
ば
な
い̂

思̂
デ
0
_ : 

(

3)

財
政
活
動
の
形
態
お
ょ
び
国
家
給
付
の
形
態
に
つ
い
て 

'.
.:转
財
政
活
藤
办
諸
形
態
に
う
い
で
、
：
：さ

^
に

財

政

靈

：に
ー
ょ

-:
て
作
5
3冬
：
 

れ
る
園
家
給
付
の
形
態
に
づ
い
.て
の
一
般
の
解
釈
に
つ
い
て
私
は
^
問
を
持
っ■ 

で
0
る
：。>
,ま：た
粗
税
織
す
る
問_
:應

ぎ

©'
|
4十
余
¥
の
^̂

- 

'一
四(

六
八
'四〕

.

.

流
通
税
:̂

を
否
定
饮
て
：v>
る
が
、前
記
め
諸
学
者
の5
ち
で
消
転
を
否
定
し
て 

い
^;の

：：

は

島

教

授

だ

け

で

あ

：

CV.C

財
政
学
原
理
、
，

4

四

六

頁

：

〕

、
流

通

税

を

.
否

定 

サ
る
の
は
武
田•遠
藤• ：

大
内
教
授
だ
け
で
：
あ
る
'C

近
代
財
政
の
理
論
、
.
一
五
セ

;:
.
:/y
:
連
：の1

) 「

経
済
学
教
科
書|—
-
:
:
.

の
.日
本
訳
が
邗
行
さ
れ
た#が
ら
，
^ ̂

で

社

会

生

震0.
生
産
的
消
費
と
個
人
的
消
費
だ
け
を
承
マ
て
、

'国
家(

公
共) 

猶
費
表
い
ガ
事
実
を
云
わ
な
如
こ
ー
と
’
租
税
め
前
転
だ
奸
を
去
ャ
て
後
転
に
つ 

い
て
_
わ
^
い

と̂
は
私
は
童
大
な
欠
陥
：で
あ
る

」

と
考
え
る
と
袞
っ.た
.

(

例
、 

本

.誌
坌
：
ー
年
十
月
：
号
九

4
.
1
0
頁
参
照)

。：.：そ
め
後
、
并
手
教
提-%
牆

に

つ

い

，
 

て
ふ
れ
て
い
な
い
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る

ハ新
稿
、
近
伕
財
政
雩
匸
ハ
ー

，—

 

M
貪

参

照
-
;
Uか
じ
国̂
家
消
費
办
問
題
に
は
ふ
れ
て
い
な
い

-
武
田
*
 

天

內

教

授

ギ

国

家

に'1
ゥ
：て

麗

：さ
れ
消
費
さ
れ
る
商
品
と
労
働
カ
は
、
'
再 

.生
産
外
.の
馨
で
あ
る
と1受
ニ
て
：
い
：
る

：

〈

本

槁
.九
貢
参
照

)

。
従
ク
て
ソ
連
の 

.

「

経
済
学
教
科
書_
1
'
:

の
誤
办
を
認
め
て'お
：ら
れ
る
の_
と
思
ぅ
が> 
特
に
そ
の 

こ
と
を
指
摘
し
て
い
な
い
。
そ
の
誤
り
が
余
ジ
に
明
自
で
あ
る
の
で
黙
殺
し
た 

ま
ま
に
し
て
い
る
の
で
あ
み
ぅ
か
。
：
.

移
転
的
経
費t

s
s

g

貨
|

付
費
に
つ
い
て
办
斌
出
教
授
と
木
村
教
授
の 

.解

釈

匕

も

疑

問

が

あ

&

ゝ

武

田

教

授

は

ー
貨

幣

給
付

費

^

い
マ
て
：も
、
そ
の
な 

か
に
は
地
方
公
共
団
体
へ
の
交
件
金
も
あ
れ
ば

…
…
」

と
い
っ
て
い
る(

近
代 

財
政
講
座
、
第3,
:

卷
、
-:
5

頁
泰
照)

。
木

村

教

授

は

：
ー
；
般

会

馨

出

を

分

析

し
 

:表

，̂

地
方
財
政
費
は#

來
が
^
>地

方

べ

：
の

簾

：だ

る

移

転

的

経

費

で

：あ

る

。 

地
方
ボ
交
仗
ざ
れ
先
交
付
税
が
：ぃ
.が
な
：る

費

目

に

充

で

ち

れ

る

か

は

、
.；
こ
こ
で

.

ぽ

確

定

で

：
き

な

い

:4

お
う
ー
ぃ
篮
代
財
政
学
総
論
、
：
ー

.

：
六̂

頁
参
照)

。':
'

'

こ
ご
'

に
：

;■
:

.:

.
'い

ぅ
:.
-
\
:-3
:
:
财̂

政

善
&

地

方

：
^

金

冷

地

方13
体

の
:-
^
.般

財

源

と

：な
3

:^
50
:
;
:

;: で

知
る
。
私
は
移̂

洗

衣

ゆ

胃

霧

給

付

費

は

，
ぞ

：の
経
済
社
会
の

V 

public .sector

か

ら.private ■ sector

へ
の
資
金
の
移
転
.で
あ
っ
て
財 

貨
私
よ
.か
用
殺
を
対
象
と■.し
が
...
い
脉
敗
支
出
を
意
味
ず.る%'
€>
...
と
..
思
ぅ
。/...
国
が
'.
': 

e>
:
地
方
団
体
の
一
般
砂
源
と
し
て
交
付
さ
れ
る
資
金
は
、
国
の
支
出
と
し
て
は 

未
だ
.そ
の
使
途
が
確
宠.し
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
#
転
的
経
費"
国
内
^

^

パ
給
霞
^
货
る
が
ホ
^
於
は
於
ら
な
い
が
枳
未
だ
決
定
し̂
い
な
い
め
；
：
^

;

名
0
一
 p

u
b
l
o

玖ec
t
o
r

•
内

の

塞

；の
移
転
で
あ
一
マ
て
、
：
：移

転

的

経

費

ま

た

は

国

'
.

一.

内
貨
胳
給®

で

あ

る

：
ど

霞

ず

る

条

件

は

：
ま

充

備

わ

'

っ
\

>

い
：
な.

い

と

思

デ
0

'.
'

::

財
政
活
勒
に
よ
づ
て
作
出
さ
れ
各
国
家
べ
公
共

^
給
付
碎
つ“
ー
て
’
前
記
の 

.代
表
的
財
政
学
！|;1
い
ず
れ
も
、
：
財̂

付̂
と
1/
'
:'-
5:形
態
の
，国

家

(

公
共
>
給

'

#

が
.あ
：各
-
と
を
全
く
考
彳
て
い.
'な
^

の
ば
不
思
議
で
あ
る
一

K
私
の
差
落
し
で 

あ
ろ
ぅ
か)

。
国

家

霧

は

用

馨

付

と

慕

給

签

け

：
で

は

な

く

、
'
,
財

貨

給

付

ぐ 

が
：あ

る

：
こ

と

を

、

な
ぜ
一

K

わ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ご
の
約
一
T

年
間
に
、‘輿

：

実

Q

事

実

とし
て

、
：

)
(

対
^

^

財
霧

付

お

よ

び対

内
的
財̂

^

付

の
童

要

性

が.

次
第
に
：

し
て
：い
：る
：の
に
、
国
^
！
付
の
；
形
態
と
し
て
財
货
給
付
の
：問
題

'.
,

意
識
蒙

り

に

も長
べ
連
れ
：て

.
は

い

な

い

か

-°
、
 

：

M
え
ば
、.社
会
保
障
費
に
よ
っ
て
提
供
.さ
れ
る

も

の

.に
、

。金
銭
給#-
と
势
.
■:

,

が
あ
る
こ
と
摩
く
苯
わ
れ
弋:,
1
>各
が
、
，.そ
：
の

実

露

付

は

肋

蒙

ホ

と

 

一

.

■■
へ
％
•• 

.
^
^
付
の
：混

合

馨

ぞ

あ

る0
^-
が
国
の
生
活
保
護
費0
}
ぢ

|

^

扶

助

費
::
'

;

.

.:
:
:
:

の

約

三

：
四
%:
は
^
^
費

-

(

財

.«
'給

付
:«
:
で

ぁ

る

こ

と

な

ど

‘
注

目
_す

べ

き

.で

 

，¥

.(v
:
v

 

.
:
ー
：九
五0
年
代
後
期
の
：日
本
の
財
政
学
に
：
ぉ
け
る
財
政
：の
本
質
ぉ

.ょ

.び

.体
系
に
関
ナ
る'問
¥

あ

ろ

ぅ

：
：
：

(

例
、/
佐
藤
吉
男
著
、：
社
会
保
障
之
財
政
、21
:
七
九
頁
参
照
>
。：

;;
v

i

o

安
i

成

長

：を

促

進

才

：
る

た

め

© .

財
政
政
策〕

の
理
論
に
：お
い
て
も
、

:

こ
一
办
問
題
は
重
要
が
意
味
を
持
つ

.と
思
ぅ
。
：近
年
の
優
れ
た
財
政
学
書
で
あ
る 

.末
^
1藤
田
灰
^
灌̂
授
^
1
1
の
：'

「

現
代
咏
政
政
策
：の
理
論
1(

ー
九
21
;
八
年)

:

.に

：|

#

^

^

§

冷

律

々

の

先

ィ

プ

の

！

^

的

政

府

支

出

は

、
..
:
経

済

成

長

を 

パ
積
極
的
に
靈
す
泠
効
果
を
持
々

」
：

と
：い
っ
て
，い

る

が

：

(

同
書
ニ
六
〇
頁
参 

:
®
、

ご
©

経

葰

長

：の
促
進
効
果
は
、
政
府
支
出

=

資
金
の
処
分
に
よ
っ
て
実 

現
さ
ボ
.る

- ©

か
:;
>
:
資
金
の
：処
分
粒
よ
っ
て
調
達
さ
れ
次
財
貨
一
.
用
役
の
処
分
に 

よ
'

っ
て
実
現
さ
れ
る
の
が
、
そ
れ
と
も
そ
れ
ら
の
処
分
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ
る 

.讀

給

付

の
.
い
か
な
る
形
態
に
よ' 
?
.て
実
現
さ
れ
る:0
か
、
.
そ
.の

実

現

過

程

が

：： 

■
明

ち

：か

に
.洛
れ
て
货
か̂
'

と
思̂

。
.
こ

れ

馬

の

実

現

i
f
i
l

が
明
ら
か
に
さ
れ
て 

い
な
い
こ
と
は
、
経
済
成
長
め.

政
政
策
理
論
の
前
進.の
.障

害

と

な

る

で

ぁ

ろ 

う

と

思

う

.0

::::

私
は
卒
直
に
：疑
問
：を
椹
出
し
た
が
、，
或
ぼ
理
解
の
不
足
に
因
る
も
の
が
あ
る 

か
.も
知
れ
な
い
？
諸
学
者
©
:
忌
憚
の
：な
.
い
批
判
を
お
■願
い
し
た
い
。
:.

ま
た
、
こ 

名
：に
引
用
し
た
諸
箸
作
は
レ
ず
れ
も
瑰
代
日
朱
の
代
表
的
財
政
莩
書
で
.あ
る
か 

ら
、
'.

財
政
学
に
興
味
を
持
づ
^

い
人
：々
'
で
、
未
だ
読
ん
ゼ
い
な
い
：と
い
ぅ
人
が 

あ
っ
た
ら
、
そ
れ
ら
の
諸
著
作
.を
.

読
ん
で
考
え
る
こ
と
.

を
お
奨
め
す
る
。
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